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令和８年3月1日現在令和８年3月1日現在

会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20262026
会員数 905 名会員数 905 名

33

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要
貸 付 限 度 額 2,000 万円
返 済 期 間 10 年以内（＊運転資金は7年以内）
利 率 年 2.40％（令和 8 年 3月1日現在）

融 資 対 象
従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

高速ジェット船 春の季節運航

◇第６回常議員会を開催
　令和７年度予算を1億3,069万円に補正
◇新入会員紹介
◇専門家による経営相談をご利用ください
◇日本商工会議所発行「会議所ニュース」で紹介されました
◇潮流を読む
「２０２０年代後半に１９３０年代の世界経済の暗黒時代が再来？」
◇中小企業のセキュリティ対策　対策状況の可視化へ
◇トレンド通信
「当たり前の営業時間を見直してみる」
◇クラウドな話
「事業の組み合わせが未来を創る」
◇日本史のトビラ　「江戸時代の悲しい出版事情」

館山商工会議所HP館山商工会議所HP 館山商工会議所館山商工会議所
公式 LINE 始めました！公式 LINE 始めました！



会 議 所 だ よ り
令 和 8 年 3 月 10 日（2）

第６回常議員会を開催
令和 7年度予算を 1億 3,069 万円に補正

　第 6 回常議員会が、2 月 26 日（木）に開催さ
れ、令和 7年度の一般会計・特別会計収支補正予
算について慎重審議されました。承認された補正予
算は、全体で当初予算（104,078,360 円）に対し、
130,691,468円と補正されました。
　内訳は、一般会計で当初予算（40,295,000 円）に
対し、補正予算額44,289,244円、中小企業相談所特
別会計は当初予算（34,000,000 円）に対し、補正予
算額 38,724,627 円、会館運営特別会計は当初予算
（9,318,360 円）に対し、補正予算額 28,623,183円、
共済事業特別会計は当初予算（18,000,000 円）に対
し、補正予算額16,591,414円、特定商工業者法定台
帳特別会計は当初予算（2,465,000 円）に対し、補
正予算2,463,000円となりました。

一般会計
33.9%

中小企業相談所
関係
29.6%

会館運営関係
21.9%

共済事業関係
12.7%

特定商工業者法定
台帳関係1.9%

一般会計
中小企業相談所関係
会館運営関係
共済事業関係
特定商工業者法定台帳関係

事業所名 代表者 住　所 営業種目

【会　員】 ＬＵＭＩＮＯＵＳ 鈴木 惟子 犬石 1321-9
女性起業家のコンサルティング、
メンタルコーチング、カウンセ
リング、イベント企画、講師

〃 居酒屋とんちんかん 豊﨑 大郎 北条 2542-9 飲食業

〃 南壽庵 ARKS DEL MARE 辰野 元基 北条 1633-2 宿泊業

〃 ㈱館山ハム 佐々木 良子 笠名 258 食肉製品製造業

〃 壱席弐鶏　館山店 渡邊 義弘 大神宮 168 鶏の唐揚げ持ち帰り専門店

〃 マツモトキヨシ　館山店 木村 浩基 下真倉 255 医薬品・生活用品販売

〃 マツモトキヨシ
館山マーケットプレイス店 庄司 一美 湊 188-1 医薬品・化粧品販売

〃 安房農業協同組合 佐野 富雄 安東 72 複合サービス事業

〃 森米店 鈴木 達雄 那古 1156 米穀販売

〃 ㈲たかせ 髙瀬 和徳 藤原 972-8 コンビニエンスストア

〃 豊房団地 稲田 まり子 大戸 104 アパート経営

〃 やどかり 稲田 実知留 波左間 230 宿泊業

〃 銀の厨 小谷 深雪 北条 1751 弁当製造販売、小料理屋

〃 PERO total design studio 井口 友信 高井 87-11 デザイン、動画、アート、いけ花

新入会員紹介 どうぞよろしくお願いいたします！



会 議 所 だ よ り
（3） 令 和 8 年 3 月 10 日

専門家による経営相談窓口のご案内専門家による経営相談窓口のご案内
　当所では、賃上げ対応や、物価高騰や深刻な人手不足、デジタル化の遅れなど、中小・小規模
事業者が直面する構造的な課題に対し、経営相談や各種補助金の申請サポートなどの効果的な支
援を提供するため、専門家による経営相談窓口を開設いたします。
　相談窓口は事前予約制・先着順となっています。予約なしでのご相談はお受けできませんので、
あらかじめご了承ください。

【相談内容】
①賃上げ・最低賃金引上げに関するもの
②省力化・人手不足対応に関するもの
③エネルギー価格・物価の高騰（円安対応・省エネ等含む）への対策、各種支援策等に関するもの
④デジタル化、ＤＸ化への対応に関するもの
⑤インボイス（適格請求書等保存方式）制度に関するもの
⑥電子帳簿保存法に関するもの
⑦米国関税（通商環境の変化への対応）に関するもの
⑧新型コロナウイルスの感染症等の影響等に関するもの
⑨その他環境変化への対応に関するもの
【相談日】応相談
【会場】館山商工会議所または事業所
【相談時間】１事業所あたり２時間以内
【申し込み方法】事前予約制・先着順
【お問合せ】２２‐８３３０（館山商工会議所）
※�補助金に関するご相談は、事業者様が作成を終えた事業計画書に対し、公募要領等を確認しながら
アドバイスを差し上げます。
※ご相談内容によっては、他の支援機関をご紹介する場合もございます。

 日本商工会議所発行「会議所ニュース」で紹介されました



会 議 所 だ よ り
令 和 8 年 3 月 10 日（4）

潮

流

を

読

む

潮

流

を

読

む
こ
の
背
景
に
は
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
が
米
国
第
一
主
義
を
掲
げ
る
こ
と

で
、
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
に
逆
戻
り
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ

ズ
体
制
の
先
導
役
・
推
進
役
で
あ
っ

た
米
国
が
、
そ
の
国
際
秩
序
を
自
ら

壊
し
始
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
加

え
て
、
国
際
法
の
下
で
国
際
紛
争
の

解
決
に
お
け
る
国
連
の
機
能
不
全

や
、
多
国
間
で
の
自
由
貿
易
を
妨
げ

る
紛
争
を
解
決
す
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
機
能

不
全
な
ど
も
、
自
由
主
義
、
多
国
間

主
義
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
国
際
秩

序
の
維
持
を
困
難
に
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

　

こ
の
機
能
不
全
と
な
っ
て
い
る
国

際
秩
序
を
ど
の
よ
う
に
回
復
し
て
い

く
の
か
。
鍵
を
握
る
の
は
米
中
関
係

で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
お
い
て
、『
１

９
３
０
年
代
の
世
界
経
済
の
暗
黒
の

10
年
』
の
ト
リ
ガ
ー
と
な
っ
た
当
時

の
英
米
関
係
と
現
在
の
米
中
関
係
の

類
似
性
を
指
摘
で
き
る
。
当
時
の
英

米
関
係
は
『
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の

罠
』
と
呼
ば
れ
る
。
米
国
が
英
国
に

代
わ
っ
て
適
切
な
グ
ロ
ー
バ
ル
公
共

財
を
提
供
で
き
な
か
っ
た
た
め
『
暗

黒
の
10
年
』
に
つ
な
が
っ
た
と
す
る

説
を
唱
え
た
米
国
の
経
済
学
者
で

　

１
９
２
９
年
の
世
界
恐
慌
、
第
２

次
世
界
大
戦
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、

ブ
ロ
ッ
ク
経
済
化
（
特
定
の
国
や
地

域
で
の
貿
易
を
優
先
し
て
外
部
か
ら

の
輸
入
に
は
高
関
税
を
課
し
自
国
産

業
を
守
る

≒

保
護
主
義
）
を
回
避
す

る
目
的
で
44
年
に
構
築
さ
れ
た
ブ
レ

ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
［
注
１
］
に
よ
っ

て
確
立
し
た
国
際
秩
序
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
大
き
く
揺
ら
い
で
い
る
。

こ
れ
は
、
保
護
主
義
を
回
避
す
る
た

め
に
各
国
が
共
有
し
て
き
た
自
由
主

義
、
多
国
間
主
義
、
法
の
支
配
と
い

う
国
際
秩
序
の
規
範
が
崩
れ
つ
つ
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
各
国

が
行
動
す
べ
き
法
規
範
、
社
会
規

範
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
、
無
秩
序

に
近
い
状
態
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ン
ド
ル
バ
ー

ガ
ー
（
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｌ
ｅ
ｓ
・
Ｐ
・
Ｋ
ｉ

ｎ
ｄ
ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｒ
）
の
名
前
が

由
来
で
あ
る
。
こ
の
学
説
を
、
現
在

の
米
中
関
係
に
当
て
は
め
れ
ば
、
中

国
が
米
国
に
代
わ
っ
て
、
あ
る
い
は

米
中
が
協
力
し
て
、
国
連
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
・
世
界
銀
行
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
よ
う
な

ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
機
関
に
相
当
す
る

適
切
な
グ
ロ
ー
バ
ル
公
共
財
を
提
供

で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
そ

れ
が
難
し
け
れ
ば
、『
キ
ン
ド
ル
バ
ー

ガ
ー
の
罠
』
の
説
の
通
り
、
２
０
２

０
年
代
後
半
に
１
９
３
０
年
代
の
よ

う
な
世
界
経
済
の
暗
黒
時
代
が
再

来
す
る
こ
と
と
な
る
。『
再
来
』
を

回
避
す
る
た
め
に
、
特
に
懸
念
さ
れ

て
い
る
貿
易
に
つ
い
て
は
、
自
由
貿

易
・
多
国
間
主
義
の
枠
組
み
の
中
で
、

（
１
）
中
国
が
適
切
な
グ
ロ
ー
バ
ル

公
共
財
を
提
供
す
る
、（
２
）
米
国

が
引
き
続
き
提
供
す
る
、（
３
）
米

中
な
ど
の
大
国
以
外
の
中
堅
国
が
国

際
協
調
し
て
提
供
す
る
、
と
の
三
つ

の
シ
ナ
リ
オ
が
あ
る
。

　

ど
の
シ
ナ
リ
オ
の
可
能
性
が
高
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
現

時
点
の
世
界
情
勢
を
見
る
と
、（
１
）

と
（
２
）
の
シ
ナ
リ
オ
の
可
能
性
は

相
対
的
に
低
い
。
と
な
れ
ば
、（
３
）

の
シ
ナ
リ
オ
の
可
能
性
が
相
対
的
に

高
い
こ
と
と
な
る
。
日
本
を
含
む
中

堅
国
主
導
に
よ
る
「
環
太
平
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及

び
先
進
的
な
協
定
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）」

［
注
２
］
な
ど
の
自
由
貿
易
・
多
国

間
主
義
に
基
づ
く
地
域
の
メ
ガ
自

由
貿
易
体
制
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
へ

の
期
待
は
大
き
い
。
た
だ
し
、（
３
）

の
シ
ナ
リ
オ
を
補
強
す
る
た
め
に
、

自
由
貿
易
・
多
国
間
主
義
の
屋
台

骨
が
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
に
緊
急
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
機
能
不

全
に
陥
っ
て
い
る
既
存
の
自
由
貿
易

体
制
の
信
認
を
得
る
に
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ

の
速
や
か
な
改
革
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
ろ
う
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
自
助
努

力
に
過
大
な
期
待
を
持
つ
の
は
難
し

い
。
こ
の
た
め
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
後
の
Ｇ
20
の
金
融
危
機
対
応
の

よ
う
に
、『
貿
易
版
Ｆ
Ｓ
Ｂ
（
金
融

安
定
理
事
会
）［
注
３
］』
の
よ
う
な

『
貿
易
安
定
理
事
会
（
Ｔ
Ｓ
Ｂ
）』
を

設
立
し
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
改
革
を
危
機
対

応
の
枠
組
み
で
解
決
し
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
世
界
経
済
の
暗
黒
の
時

代
の
先
に
想
定
さ
れ
る
『
冷
戦
』
と

い
う
言
葉
も
聞
こ
え
る
中
、
そ
の
よ

う
な
事
態
を
回
避
す
る
た
め
で
あ

れ
ば
、
緊
急
時
の
対
応
を
含
め
て
Ｗ

Ｔ
Ｏ
の
改
革
に
国
際
協
調
の
方
法

を
総
動
員
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

（
１
月
20
日
執
筆
）

［
注
１
］
１
９
４
４
年
７
月
に
、
44
カ

国
が
参
加
し
、
戦
後
の
国
際
経
済
の

安
定
と
復
興
を
目
指
し
て
新
た
な
国

際
金
融
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

が
目
的
で
、
米
国
の
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ

ズ
で
開
催
さ
れ
た
連
合
国
通
貨
金
融

会
議
で
決
定
さ
れ
た
国
際
金
融
体

制
。
特
に
、
29
年
の
世
界
恐
慌
や
第

２
次
世
界
大
戦
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

ブ
ロ
ッ
ク
経
済
の
再
発
を
防
ぐ
た
め

の
仕
組
み
と
し
て
構
築
さ
れ
た
。

［
注
２
］
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ル
ネ

イ
、
カ
ナ
ダ
、
チ
リ
、
日
本
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
ペ
ル
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ベ

ト
ナ
ム
、
英
国
の
12
カ
国
に
よ
っ
て

締
結
さ
れ
た
多
国
間
貿
易
協
定
。
Ｃ

ｏ
ｍ
ｐ
ｒ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
ｓ
ｉ
ｖ
ｅ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｖ
ｅ 

Ａｇ
ｒ
ｅ

ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
‐

Ｐ
ａ
ｃ
ｉ
ｆ
ｉ
ｃ 

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ
ｓ

ｈ
ｉｐ

［
注
３
］
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
危
機
直

後
の
２
０
０
９
年
４
月
に
設
立
さ
れ
、

金
融
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
へ
の
対
応

や
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
を
担
う
当

局
間
の
協
調
の
促
進
に
向
け
た
活
動

を
推
進
す
る
主
体
。
主
要
国
・
地
域

の
中
央
銀
行
、
金
融
監
督
当
局
、
財

務
省
、
主
要
な
基
準
策
定
主
体
、
Ｉ

Ｍ
Ｆ
、
世
界
銀
行
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
（
国
際

決
済
銀
行
）、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力

開
発
機
構
）
な
ど
の
代
表
が
参
加
。

株
式
会
社
大
和
総
研　

金
融
調
査
部

主
席
研
究
員　

内
野　

逸
勢

「
２
０
２
０
年
代
後
半
に
１
９
３
０
年
代
の

「
２
０
２
０
年
代
後
半
に
１
９
３
０
年
代
の

世
界
経
済
の
暗
黒
時
代
が
再
来
？
」

世
界
経
済
の
暗
黒
時
代
が
再
来
？
」
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中
小
企
業
の　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

対
策
状
況
の
可
視
化
へ

評
価
制
度
の

構
築
方
針
案
公
表

　

経
済
産
業
省
お
よ
び
内
閣
官
房

国
家
サ
イ
バ
ー
統
括
室
は
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
重
要
性

を
踏
ま
え
た
上
で
満
た
す
べ
き
各

企
業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
提

示
し
つ
つ
、
そ
の
対
策
状
況
を
可

視
化
す
る
仕
組
み
の
構
築
に
向
け

た
検
討
の
結
果
と
し
て
、
２
０
２

５
年
12
月
、「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
強
化
に
向
け
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
評
価
制
度
に
関
す
る
制
度
構

築
方
針
（
案
）」
を
公
表
し
、
意

見
公
募
を
開
始
し
た
。

　

本
制
度
で
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

―
ン
に
お
け
る
リ
ス
ク
を
対
象
に

し
た
上
で
、
各
企
業
の
立
ち
位
置

に
応
じ
て
必
要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
を
提
示
す
る
た
め
、
複
数
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
段
階（
★
）

を
設
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
段
階

を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
特
に
、

限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
の
中
で
自
社

の
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
て
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
行
う
こ
と
が
困
難
な

中
小
企
業
を
中
心
に
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
属
す
る
全
て
の
企
業

が
、
容
易
か
つ
適
切
に
必
要
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
決
定
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

本
制
度
の
活
用
促
進
を
通
じ

て
、
取
引
先
へ
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃

を
起
因
と
し
た
不
正
侵
入
な
ど
の

リ
ス
ク
や
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
途
絶
え
る
リ
ス
ク
の
軽
減
を

図
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
水
準
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
、
本
制
度
の
目

的
で
あ
る
。

三
つ
の
段
階
を
設
け

発
注
元
が
提
示

　

具
体
的
に
は
、
２
社
間
の
取
引

契
約
に
お
い
て
、
発
注
元
企
業
は

委
託
先
企
業
に
適
切
な
段
階（
★
）

を
提
示
し
、
委
託
先
企
業
は
示
さ

れ
た
対
策
を
実
施
し
て
発
注
元
企

業
に
実
施
状
況
を
示
す
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

　

本
制
度
で
は
、
以
下
の
三
つ
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
段
階
を
設

け
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

★
３

　

全
て
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
企

業
が
最
低
限
実
装
す
べ
き
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
と
し
て
、
基
礎
的
な

シ
ス
テ
ム
防
御
策
と
体
制
整
備
を

中
心
に
実
施
す
る
段
階
（
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
専
門
家
に
よ
る
自
己
評
価

結
果
の
確
認
を
実
施
）

★
４

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
企
業
な
ど

が
標
準
的
に
目
指
す
べ
き
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
と
し
て
、
組
織
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
取
引
先
管
理
、
シ
ス
テ

ム
防
御
・
検
知
お
よ
び
イ
ン
シ
デ

ン
ト
対
応
な
ど
包
括
的
な
対
策
を

実
施
す
る
段
階
（
第
三
者
評
価
を

実
施
）

★
５

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
企
業
な
ど

が
到
達
点
と
し
て
目
指
す
べ
き
対

策
と
し
て
、
国
際
規
格
な
ど
に
お

け
る
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
の
考
え
方
に

基
づ
き
、
自
組
織
に
必
要
な
改
善

プ
ロ
セ
ス
を
整
備
し
た
上
で
、
シ

ス
テ
ム
に
対
し
て
は
現
時
点
で
の

ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
基
づ
く

対
策
を
実
施
す
る
段
階
（
第
三
者

評
価
を
実
施
）

26
年
度
末
に
開
始

広
く
活
用
を
期
待

　

３
段
階
の
水
準
の
う
ち
、
★
３

お
よ
び
★
４
に
つ
い
て
、
26
年
度

末
の
制
度
開
始
を
目
指
し
、
制
度

運
営
基
盤
の
整
備
や
制
度
の
導
入

促
進
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
★
５
に
つ
い
て
は
、
26

年
度
以
降
、
対
策
基
準
や
評
価
ス

チ
ー
ム
の
具
体
化
の
検
討
を
進
め

て
い
く
。

　

本
制
度
の
検
討
段
階
に
お
い

て
、
関
心
を
示
す
業
界
団
体
は
多

く
、
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。

　

制
度
開
始
ま
で
の
対
応
と
し

て
、
制
度
構
築
方
針
（
案
）
と
併

せ
て
公
表
さ
れ
た
「
別
添
★
３
・

★
４
要
求
事
項
案
及
び
評
価
基
準

案
」
を
参
考
に
し
て
、
自
社
の
対

策
状
況
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
把
握
や
対

策
実
施
を
検
討
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
た
い
。

独
立
行
政
法
人

情
報
処
理
推
進
機
構
・
江
島
将
和

「
制
度
構
築
方
針
（
案
）」
に
つ
い

て
は
こ
ち
ら
を
参
照
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■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 葛西　　博　先生
	 川名　敏昭　先生

■商標 特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。

　

広
島
市
か
ら
東
に
車
で
１
時
間

ほ
ど
、
福
山
市
と
の
間
に
竹
原
市
と

い
う
ま
ち
が
あ
り
ま
す
。
以
前
Ｎ
Ｈ

Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
マ
ッ
サ
ン
』

の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ニ
ッ

カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
創
設
者
・
竹
鶴
政

孝
の
生
家
だ
っ
た
酒
蔵
な
ど
が
、
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と

し
て
美
し
い
ま
ち
並
み
を
残
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
竹
原
市
に「
御
幸（
み
ゆ
き
）」

と
い
う
老
舗
の
お
好
み
焼
き
屋
さ
ん

が
あ
り
ま
す
。
１
９
７
２
年
の
創
業

か
ら
50
年
以
上
に
わ
た
っ
て
地
元
の

お
客
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
広
島
の
お
好
み
焼
き
と
い
え
ば
、

ク
レ
ー
プ
の
よ
う
に
薄
く
敷
い
た
生

地
の
上
に
大
量
の
キ
ャ
ベ
ツ
や
中
華

麺
、
豚
肉
や
海
鮮
な
ど
を
乗
せ
て
つ

く
る
の
が
一
般
的
で
す
。
御
幸
で
は
、

創
業
者
が
大
阪
で
修
業
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
を
混
ぜ
込

ん
だ
生
地
を
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
よ
う

に
厚
く
焼
く
、
関
西
ス
タ
イ
ル
の
お

好
み
焼
き
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

御
幸
で
は
先
の
コ
ロ
ナ
禍
を
機

に
、
ほ
か
の
店
と
同
様
、
家
で
食

べ
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
強
化
し
ま
し

た
。
通
常
通
り
鉄
板
で
焼
き
上
げ
た

お
好
み
焼
き
を
冷
ま
し
た
後
、
適
度

に
水
分
を
吸
収
す
る
専
用
容
器
に

入
れ
、
真
空
パ
ッ
ク
に
し
た
も
の
を

急
速
冷
凍
し
ま
す
。
冷
凍
の
商
品
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
を
持
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

ク
ー
ル
便
で
の
通
販
の
ほ
か
、
あ
ら

か
じ
め
商
品
を
送
っ
て
催
事
や
出
張

販
売
に
遠
く
ま
で
行
く
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
は
コ
ロ

ナ
の
影
響
を
受
け
た
ほ
か
の
多
く
の

飲
食
店
に
も
共
通
す
る
話
で
す
。

　

御
幸
が
面
白
い
の
は
、
コ
ロ
ナ
に

よ
る
落
ち
込
み
期
間
が
明
け
、
多
く

の
飲
食
店
が
通
常
営
業
に
戻
す
中
、

「
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
自
宅
で
の
飲
食

が
当
た
り
前
に
な
っ
た
お
客
さ
ん
の

消
費
行
動
は
元
に
は
戻
ら
な
い
」
と

い
う
判
断
に
基
づ
い
て
、
店
舗
の
営

業
時
間
を
大
幅
に
短
縮
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
具
体
的
に
は
、
夜
営
業
を
や

め
、
ラ
ン
チ
営
業
を
16
時
ま
で
と
し
、

19
時
ま
で
通
販
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で

販
売
す
る
た
め
の
お
好
み
焼
き
を
ひ

た
す
ら
焼
く
と
い
う
営
業
ス
タ
イ
ル

に
変
え
ま
し
た
。
16
時
以
降
は
、
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
の
注
文
に
は
対
応
し
ま

す
が
、
接
客
を
伴
う
食
事
提
供
の
営

業
は
し
ま
せ
ん
。

　

商
品
は
提
供
す
る
け
れ
ど
、
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
人
手
の
か
か
る
時
間
と

空
間
の
提
供
を
減
ら
し
、
そ
の
分
を

店
舗
で
あ
れ
通
販
で
あ
れ
「
わ
ざ
わ

ざ
買
い
に
き
て
く
れ
る
客
」
の
た
め

の
も
の
づ
く
り
に
充
て
る
と
い
う
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
転
換
を
試
み
ま
し

た
。
同
時
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
、
商
品
の
魅
力
や

く
つ
ろ
ぎ
の
雰
囲
気
な
ど
を
伝
え
る

情
報
発
信
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
も

取
り
組
み
ま
し
た
。
家
庭
的
で
老
舗

の
お
店
が
持
つ
懐
か
し
い
世
界
観
を

表
す
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
中
心
に
、
デ

ザ
イ
ン
テ
イ
ス
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
一
貫
性
を
持
た
せ
、
き
ち

ん
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　

情
報
発
信
の
強
化
と
並
行
し
て
、

広
島
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
て
東
京
や
大
阪
な
ど
、
遠
方
の
都

市
部
へ
積
極
的
に
営
業
や
出
張
販
売

に
出
か
け
、
地
道
に
遠
隔
地
の
フ
ァ

ン
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

客
の
理
解
や
定
着
ま
で
少
し
時

間
は
か
か
っ
た
も
の
の
、
夜
の
営
業

を
や
め
た
こ
と
で
逆
に
昼
の
営
業
時

間
は
混
ん
で
き
ま
し
た
。
土
日
に
は

駐
車
場
に
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
が
多

く
押
し
寄
せ
、
行
列
が
で
き
る
店

に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
手
不
足
の
中

で
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
を
効
率
的
に

使
い
、
次
世
代
に
つ
な
が
る
事
業
へ

の
転
換
も
見
据
え
て
取
っ
た
作
戦
が

「
当
た
り
前
の
営
業
時
間
を
見
直

す
」
だ
っ
た
の
で
す
。

地
域
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
／
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト

　

渡
辺　

和
博

「
当
た
り
前
の
営
業
時
間
を
見
直
し
て
み
る
」

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信
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「
事
業
の
組
み
合
わ
せ
が
未
来
を
創
る
」

　

３
年
間
「
ク
ラ
ウ
ド
な
話
」
と
し

て
、
気
象
や
防
災
、
鉄
道
、
税
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
で
書
い
て
き
ま

し
た
。
ま
さ
に
自
分
の
頭
の
中
を
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
と
し
て
、
情
報
を

取
り
出
し
た
感
覚
で
す
。

　

テ
ー
マ
で
掲
げ
た
も
の
は
仕
事
と

し
て
い
る
も
の
も
多
く
、
ど
れ
も
片

手
間
で
は
な
く
責
任
感
を
持
っ
て

「
複
業
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
分
野
が
バ
ラ
バ
ラ
の
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
す
る
の
が

大
変
で
す
が
（
特
に
税
法
が
毎
年

変
わ
る
…
）、
本
業
・
副
業
と
区
別

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ

の
３
年
間
で
周
辺
環
境
が
変
わ
っ
て

も
、
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
た
感

じ
が
し
ま
す
。

　
一
つ
の
事
業
に
長
く
携
わ
っ
て
い

る
と
、
複
数
の
事
業
を
こ
な
す
の
は

な
か
な
か
大
変
で
す
。
す
で
に
自

社
と
し
て
の
売
り
が
あ
る
だ
け
に
、

別
の
軸
を
つ
く
る
の
は
困
難
を
極
め

ま
す
。

　

例
え
ば
、
一
本
足
で
立
っ
て
い
る

こ
と
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
は
長

く
観
察
し
て
い
る
と
、
実
は
足
を
入

れ
替
え
て
い
ま
す
。
体
温
が
下
が
っ

た
り
疲
れ
た
り
と
、
状
況
の
変
化

に
対
応
し
て
い
る
の
で
す
。
軸
は
１

本
で
は
な
く
２
本
あ
る
か
ら
こ
そ
、

１
本
で
も
安
定
し
て
立
っ
て
い
ら
れ

る
わ
け
で
す
。

　

と
は
い
え
、自
分
の
よ
う
に
、ま
っ

た
く
関
係
な
い
分
野
に
飛
び
出
す

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
長
く
続
け
て
い
る
分
野
を
再
確

認
し
、
そ
の
分
野
で
は
当
た
り
前
の

こ
と
が
、
視
点
を
変
え
て
他
の
分
野

か
ら
見
れ
ば
、
新
鮮
だ
っ
た
り
す
る

わ
け
で
す
。
そ
こ
に
気
が
付
い
た
瞬

間
、
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
設
備
や
技

術
、
経
験
が
強
み
と
な
っ
て
活
用
さ

れ
、
別
の
分
野
で
の
や
り
方
や
悩
み

の
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ
に

新
し
い
需
要
が
生
ま
れ
、
独
自
性

を
つ
く
っ
て
も
う
一
本
の
軸
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　

世
の
中
の
事
業
も
、
完
全
に
ゼ

ロ
か
ら
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
す
で
に
あ
る
要

素
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
今
ま

で
な
か
っ
た
も
の
に
見
え
る
だ
け
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
客
観
的
に
今

の
事
業
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
大
切

で
、
他
に
も
使
え
る
か
ど
う
か
探

求
す
る
と
世
界
が
広
が
っ
て
い
き
ま

す
。
組
み
合
わ
せ
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
れ
ば
、
可
能
性
は
ま
だ
い

く
ら
で
も
眠
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
自
分
の
新
た
な
複
業
で

す
が
、
複
業
自
体
を
掛
け
合
わ
せ

て
み
ま
し
た
。「
気
象
・
防
災
」
×

「
税
務
・
会
計
」
＝
「
会
社
防
災
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
」
で
す
。
共
通
点
が
な

い
よ
う
な
事
業
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
知
識
と
経
験
が
何
か
し
ら
つ
な
が

ら
な
い
か
と
模
索
し
続
け
て
き
た
の

で
、
ア
イ
デ
ア
を
形
に
で
き
た
今
、

事
業
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

複
業
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

新
し
い
流
れ
が
生
ま
れ
ま
す
。
途
中

で
進
む
方
向
を
変
え
た
り
、
最
短

ル
ー
ト
を
見
つ
け
た
り
、
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
も
可
能
で
、
ま
さ
に
鉄
道
の

複
々
線
の
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
個
人
的
に
は
、
複
業
の
掛
け
合

わ
せ
を
「
複
々
業
」
と
呼
び
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

　

皆
さ
ん
と
、
ま
た
ど
こ
か
で
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

気
象
予
報
士
兼
税
理
士　

藤
富　

郷
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50
歳
の
時
に
高
校
の
教
員
を
退

職
し
、
作
家
と
し
て
独
立
し
て
10

年
た
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
専
業
作

家
と
い
う
職
業
は
、
あ
と
10
年
で

壊
滅
す
る
だ
ろ
う
。
大
げ
さ
な
話

で
は
な
く
、
長
年
続
く
出
版
不
況

は
ま
さ
に
危
機
的
な
状
況
で
、
電

車
に
乗
っ
て
も
本
や
雑
誌
を
手
に

し
て
い
る
人
は
お
ら
ず
、
年
配
者

ま
で
も
が
ス
マ
ホ
を
片
手
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん

で
い
る
。

　

令
和
５
年
度
「
国
語
に
関
す

る
世
論
調
査
」（
文
化
庁
）
で
は
、

本
を
月
に
１
冊
も
読
ま
な
い
人
が

６
割
を
超
え
、
７
割
が
以
前
と
比

べ
て
読
書
量
が
減
っ
た
と
回
答
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
出
版
業
界
の

売
り
上
げ
は
右
肩
下
が
り
、
印
刷

さ
れ
る
本
の
初
版
部
数
も
減
る
一

方
だ
。

　

知
り
合
い
の
小
説
家
に
聞
い
た

ら
、
本
を
１
冊
書
い
て
50
万
円
の

収
入
に
し
か
な
ら
な
い
と
い
う
。

小
説
は
創
作
だ
か
ら
書
く
の
に
時

間
が
か
か
り
、
年
に
２
、３
冊
出

版
す
る
の
が
限
度
。
幸
い
私
は
講

演
会
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
仕
事
を
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
と
て
も
物
書

き
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
け
な
い
こ

と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

　

専
業
で
暮
ら
し
て
い
け
る
作

家
が
登
場
し
た
の
は
、
実
は
そ

れ
ほ
ど
昔
の
こ
と
で
は
な
い
。

２
０
２
５
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
『
べ
ら
ぼ
う
〜
蔦
重
栄
華
乃
夢

噺
〜
』
で
主
人
公
と
な
っ
た
版
元

の
蔦
屋
重
三
郎
ら
が
、
戯
作
者
の

山
東
京
伝
に
原
稿
料
を
支
払
う

よ
う
に
な
っ
た
の
が
最
初
だ
と
さ

れ
る
。
そ
れ
ま
で
物
書
き
は
武
士

や
富
裕
層
の
知
識
人
の
道
楽
で
あ

り
、
版
元
は
執
筆
の
お
礼
と
し
て

宴
席
を
設
け
る
程
度
だ
っ
た
。
そ

れ
に
出
版
し
た
本
だ
っ
て
、
売

れ
て
も
５
０
０
部
程
度
だ
っ
た
。

１
０
０
０
部
も
さ
ば
け
た
ら
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
だ
。
と
こ
ろ
が
京
伝
の

作
品
は
桁
違
い
の
売
れ
行
き
を
見

せ
た
の
だ
。

　

ち
な
み
に
原
稿
料
だ
け
で
生
活

で
き
る
専
業
作
家
は
、
少
し
時
代

が
下
っ
て
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』

を
書
い
た
曲
亭
馬
琴
や
、『
東
海

道
中
膝
栗
毛
』
を
書
い
た
十
返
舎

一
九
あ
た
り
が
最
初
だ
と
さ
れ
る
。

　

た
だ
、
そ
ん
な
馬
琴
だ
っ
て
壮

年
に
な
る
ま
で
は
他
の
仕
事
で
生

計
を
立
て
、
晩
年
は
将
来
が
心
配

で
孫
に
御
家
人
株
（
武
士
の
権
利
）

を
買
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
失
明

し
た
後
も
嫁
に
代
筆
さ
せ
て
出
版

を
続
け
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
書
く

の
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、
生
活
に
余
裕
が
な
か
っ
た
の

だ
。
そ
れ
は
、印
税
制
度
が
な
か
っ

た
か
ら
だ
。
い
く
ら
増
刷
し
て
も
、

作
家
が
も
ら
え
る
の
は
最
初
の
原

稿
料
だ
け
だ
っ
た
。

　

だ
か
ら
人
気
作
家
で
あ
っ
て

も
、
次
々
と
新
刊
を
出
し
続
け
て

い
く
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
彼
ら
は
非
常
に
多
作

に
な
る
。
例
え
ば
馬
琴
は
、
生
涯

で
少
な
く
と
も
二
百
数
十
冊
の
本

を
書
い
て
お
り
、
一
九
も
売
れ
っ

子
に
な
っ
て
か
ら
は
、
毎
年
20
冊

以
上
の
本
を
出
し
続
け
て
い
る
。

出
版
不
況
の
い
ま
、
現
代
の
作

家
も
こ
れ
を
見
習
っ
て
生
き
残
っ

て
い
く
ほ
か
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
。

歴
史
作
家　
　

河
合　

敦

「
江
戸
時
代
の
悲
し
い
出
版
事
情
」
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